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来訪神行事保存・振興全国協議会会長

　男鹿市長  菅 原  広 二

来訪神行事保存・振興全国協議会副会長

輪島市長　坂 口  茂

ごあいさつ

ごあいさつ

　来訪神行事保存・振興全国協議会設立10周年記念誌の発刊に当たり、一言

ご挨拶申し上げます。

　昨年元日に発生した令和6年能登半島地震及び9月の奥能登豪雨に際し、

皆様からご支援や温かい励ましのお言葉を多数寄せていただきました。輪島

市民を代表して心から御礼を申し上げます。

　さて、本協議会設立以来、各地で来訪神行事の保存と振興に取り組んでこ

られ、2018年には、ユネスコ無形文化遺産として『来訪神:仮面・仮装の神々』

が登録されました。我が国の伝統文化の価値が世界的に認められる大きな成果

を得ることとなり、これを契機に各地の来訪神行事は地域の誇りとして再評価

されるとともに、次世代への継承に向けた取り組みがさらに加速しました。

　輪島市においても伝統行事である「アマメハギ」及び「面様年頭」を守り、

地域文化を未来につなげる努力を続けており、2度の大きな災害を受けまし

たが、いずれも本年は実施されております。今後は震災等により維持が困難

となりつつある地域コミュニティの再生への支援も行いながら、地域の文化

や伝統の継承に努めてまいります。

　結びに、本記念誌がこれまでの活動を振り返るとともに、来訪神行事の新

たな未来を切り開く一助となることを心よりお祈りしますとともに本協議会

のさらなる発展と関係者皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げます。

　はじめに、令和6（2024）年に発生した能登半島地震、奥能登豪雨災害に

おいては、構成行事である「能登のアマメハギ」の所在する輪島市、能登町

で多大な被害が生じ、多くの住民の方々が被災されました。お見舞い申し上

げますとともに、早急なる復興を協議会一同願っております。

　平成30（2018）年に「来訪神：仮面・仮装の神々」がユネスコ無形文化

遺産に登録されたこと、日本政府をはじめ、ご尽力いただいた皆様には厚く

お礼を申し上げます。また、日頃より当協議会の活動に対し、多大なるご支

援、ご協力をいただいている会員の皆様、関係者の皆様に厚くお礼を申し上

げます。

　さて、平成26（2014）年に当協議会が設立して10周年を迎えました。来

訪神行事を構成する自治体、保存会で構成され、各所管県にオブザーバーを

お願いしております当協議会は一致団結してユネスコ無形文化遺産登録を目

指すこと、各構成行事の保存や継承に資する活動を行い、情報交換、交流の

場を設けることを目的に設立されました。同様の行事がある自治体や保存会

との交流がいかに心強く、有益なものであるかを感じている次第です。行事

の保存や継承にゴールはありません。今を生きる我々は100年先を見据えて、

各行事を後世に残せるよう、一致団結して協力体制を構築していく必要があ

ります。今後も我々の未来に向かって進んでいくため、スクラムを組んで協

議会活動を推進してまいります。
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１　協議会の設立と経過

（１）設立経緯

　来訪神行事保存・振興全国協議会は、2014（平

成 26）年 10 月 3 日、男鹿市にて設立総会を開催

し発足した。来訪神行事の保存・振興を図ると

ともに、ユネスコ無形文化遺産登録を目指すこ

とを目的として設立されたものである。発足当

初は、8 行事（9 自治体）であったが、その後、

鹿児島県の「　摩硫黄島のメンドン」、「悪石島

のボゼ」の 2 行事（2 自治体）の重要無形民俗文

化財指定に伴い、当協議会への加盟を促し、10

行事（11 自治体）が加盟する団体となっている。

さらに、その後、実際に各行事を担っている各

保存会からも参画を得ることができ、2024（令

和 6）年現在の構成となっている（P24）。

　当協議会設立経緯の一つとして、複数の文化

財を構成要素としてグループ化して提案する方

法、及び既に登録されている無形文化遺産を拡

張して提案する方法を適用して無形文化遺産登

録を目指すための合意形成を行うということが

あった。これらの方法は 2013（平成 25）年の「和

紙」の提案時より採用している。2009（平成 21）

年に既に登録されている「　島のトシドン」を

拡張し、順次指定年月日順に提案を進めていく

予定であった「男鹿のナマハゲ」以下、複数の

類似文化財をグループ化して提案する準備を促

進するため、2014（平成 26）年 9 月に文化庁で

開催されたユネスコ無形文化遺産提案に関する

打ち合わせの場で、男鹿市から設立を呼び掛け

たものである。

　（２）協議会の経過

　設立当初の大きな目的の一つである、ユネス

コ無形文化遺産登録が達成されたため、現在は、

他行事との交流に重点を置き、行事の保存や振

興に関わる事業を推進している。既に無形文化

遺産登録されていたにも関わらず、拡張提案を

ご快諾いただき、かつ、当協議会設立に同意、

加盟いただいた「　島のトシドン」関係者の皆

様には感謝の一言である。

設立総会の様子（2014/10/3 開催）

◆会 員 2014年設立時

行事名 市町村名

甑島のトシドン 鹿児島県薩摩川内市

男鹿のナマハゲ 秋田県男鹿市

石川県輪島市

石川県能登町

宮古島のパーントゥ 沖縄県宮古島市

遊佐の小正月行事 山形県遊佐町

米川の水かぶり 宮城県登米市

見島のカセドリ 佐賀県佐賀市

吉浜のスネカ 岩手県大船渡市

◆オブザーバー

県　　名

鹿児島県

秋田県

石川県

沖縄県

山形県

宮城県

佐賀県

岩手県

能登のアマメハギ

設立時の会員名簿

１ 協議会の設立と経過
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協議会の主なあゆみ ユネスコ無形文化遺産登録関係の主なあゆみ

2009 年
平成 21年

2011 年
平成 23年

2014 年
平成 26年

2015 年
平成 27年

　　島のトシドン （第 1 回提案） が第 4 回政府間委員会
（アブダビ ・ アラブ首長国連邦） においてユネスコ無形文
化遺産登録される。

9月 30日

男鹿のナマハゲが第 6回政府間委員会 （バリ ・ インドネシ
ア） において 「情報照会」 の決定を受ける。

11月 28日

文化庁にてユネスコ無形文化遺産提案に関する自治体打
ち合わせを行い、 ユネスコ無形文化遺産登録へ向けた全
国協議会を設立することを男鹿市が提案する。

9月 5日

文化庁にて来訪神行事保存 ・振興全国協議会担当者会議
を開催する。

11月 27日

国民文化祭あきた 2014男鹿市主催事業 「全国ナマハゲ
の祭典」 開催に合わせて、 来訪神行事保存 ・振興全国協
議会設立総会を男鹿市役所にて開催する （8行事 9自治
体、 オブザーバーに各構成県）。

10 月 3日

設立総会の様子（2014/10/3 開催）
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１ 協議会の設立と経過

協議会の主なあゆみ ユネスコ無形文化遺産登録関係の主なあゆみ

2016 年
平成 28年

2017 年
平成 29年

2018 年
平成 30年

　　島のトシドンを拡張し、 全国の8行事が 「来訪神 ：仮面 ・
仮装の神々」 としてグループ化され、 ユネスコ無形文化遺
産代表一覧表へ提案される。

3月

ユネスコ審査件数の上限を上回ったことにより、 審査が 1
年間先送りされることが決まる。

6月

「来訪神 ：仮面 ・仮装の神々」 を再提案する。

3月

「来訪神 ：仮面 ・仮装の神々」 がユネスコ無形文化遺産
に登録される。

11月 29日

９保存会 （　　島のトシドン保存会 /男鹿のナマハゲ保存会
/ 能登のアマメハギ ・ 面様年頭保存会 / 能登町秋吉地区
アマメハギ保存会 / 遊佐のアマハゲ保存会 / 米川の水か
ぶり保存会 /加勢鳥保存会 /硫黄島八朔太鼓踊り保存会
/悪石島の盆踊保存会） が協議会へ加盟する。

3月 2日

三島村、 十島村が協議会へ加入する （10行事 11自治
体）。

2 月 16日

文化庁にて来訪神行事保存 ・振興全国協議会担当者会
議を開催する。

10月 12日

ユネスコ無形文化遺産提案書添付用の映像記録DVD を
制作する。

3月 14日

東京都にて来訪神行事保存 ・振興全国協議会担当者会
議を開催する。

10月 5日

東京都にて来訪神行事保存 ・振興全国協議会担当者会
議を開催する。

9月 27日

都道府県会館にて来訪神行事保存 ・振興全国協議会主
催の登録記者会見及び記念レセプションを開催する。

11月 30日

パンフレット 「来訪神 ：仮面 ・仮装の神々」 を制作する
（印刷部数 ： 11,000 部）。

11 月 15日

パンフレット 「来訪神 ：仮面 ・仮装の神々」 を改訂増刷
する （印刷部数 ： 11,000 部）。

11 月 29日

2保存会 （島尻自治会 /野原部落会） が協議会へ加盟
する。 自由民主党本部の文化立国調査会にて、 会長 （男
鹿市長） がヒアリング対応を行う。

11 月 14日

担当者会議の様子（2017/10/5 開催）

登録決定の瞬間 _秋田県男鹿市（2018/11/29）
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協議会の主なあゆみ ユネスコ無形文化遺産登録関係の主なあゆみ

2019 年
令和元年

2020 年

文化庁にて、 ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記載認定書
伝達式が開催される。

5月 27日

文化庁の令和 2年度地域文化財総合活用推進事業 （ユ
ネスコ無形文化遺産活性化事業） 成果である 『来訪神
ガイドブック』 を刊行する （印刷部数 ： 4,100 部、 希望
自治体負担の増刷分含む）。

3 月

文化庁の令和 2年度地域文化財総合活用推進事業 （ユ
ネスコ無形文化遺産活性化事業） の採択を受ける （採択
額 ： 4,398 千円）。

3 月 26日

文化庁にて来訪神行事保存 ・振興全国協議会総会を開
催する。

5月 27日

男鹿のナマハゲ保存会理事の菅原曻協議会理事が文化庁
長官表彰を受賞する。

12月 17日

能登町秋吉地区アマメハギ保存会顧問の天野登協議会
理事が文化庁長官表彰を受賞する。

12月 14日

　　島のトシドン保存会長の苑川託美協議会理事が文化庁
長官表彰を受賞する。

12月 6日

1保存会 （吉浜スネカ保存会） が協議会へ加盟する。

7月 19日

能登のアマメハギ ・面様年頭保存会副会長番場政晴協議
会理事が文化庁長官表彰を受賞する。

12月 14日

法人番号を取得する （法人番号 ： 3700150102621）。

4 月 1日

令和 2 年

2021 年
令和 3 年

2022 年
令和 4 年

登録記載認定書伝達（2019/5/27 開催）

令和元年度総会（2019/5/27 開催）
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協議会の主なあゆみ ユネスコ無形文化遺産登録関係の主なあゆみ

2019 年
令和元年

2020 年

文化庁にて、 ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記載認定書
伝達式が開催される。
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自治体負担の増刷分含む）。
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文化庁の令和 2年度地域文化財総合活用推進事業 （ユ
ネスコ無形文化遺産活性化事業） の採択を受ける （採択
額 ： 4,398 千円）。

3 月 26日

文化庁にて来訪神行事保存 ・振興全国協議会総会を開
催する。

5月 27日

男鹿のナマハゲ保存会理事の菅原曻協議会理事が文化庁
長官表彰を受賞する。

12月 17日

能登町秋吉地区アマメハギ保存会顧問の天野登協議会
理事が文化庁長官表彰を受賞する。

12月 14日

　　島のトシドン保存会長の苑川託美協議会理事が文化庁
長官表彰を受賞する。

12月 6日

1保存会 （吉浜スネカ保存会） が協議会へ加盟する。

7月 19日

能登のアマメハギ ・面様年頭保存会副会長番場政晴協議
会理事が文化庁長官表彰を受賞する。

12月 14日

法人番号を取得する （法人番号 ： 3700150102621）。

4 月 1日

令和 2 年

2021 年
令和 3 年

2022 年
令和 4 年

登録記載認定書伝達（2019/5/27 開催）

令和元年度総会（2019/5/27 開催）

5

１ 協議会の設立と経過

協議会の主なあゆみ ユネスコ無形文化遺産登録関係の主なあゆみ

2023 年
令和 5 年

文化庁のユネスコ無形文化遺産定期報告書へ情報提供を
行う。

7月 9日

来訪神行事保存 ・振興全国協議会総会を書面開催する。

5月 24日

来訪神行事保存 ・振興全国協議会総会を書面開催する。
　　※能登地震の影響により 2024 年に男鹿市で開催す
　　　　る予定であった、 全国研修会の開催を 1年延期す
　　　　ることとした。

5 月 14日

米川の水かぶり保存会長の菅原淳一協議会理事が文化
庁長官表彰を受賞する。

12月 17日

東京都内にて構成行事交流会 ・担当者会議を開催する。

10月 4日

協議会設立 10周年記念誌を刊行する （印刷部数 ： 60
0部）。

3 月

島尻自治会長の宮良保協議会理事が文化庁長官表彰
を受賞する。

12月 19日

協議会設立 10周年を迎える。

10 月 3日

能登半島地震により、 構成文化財である 「能登のアマメ
ハギ」 関係者に大きな被害が出る。

1月 1日

2024 年
令和 6 年

2025 年
令和 7 年

構成行事交流会・担当者会議の様子（2023/10/4 開催）
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２　ユネスコ無形文化遺産登録

　「来訪神：仮面・仮装の神々」はポートルイス（モーリシャス）にて開

催された第 13 回無形文化遺産保護条約政府間委員会において、2018（平

成 30）年 11 月 29 日午後 4時 42 分（現地時間：同日午前 11 時 42 分）に

採択の決議がなされ、無形文化遺産の保護に関する条約に基づく代表一

覧表への登録が決定された（小林 2019）。

　2009（平成 21）年に登録された「　島のトシドン」に 9 行事を追加し

て拡張登録したものである。「男鹿のナマハゲ」が 2011（平成 23）年 11

月の第 6回政府間委員会で「情報照会」となって以降、文化庁でのグルー

プ化した提案や既存拡張提案の提案手法の議論を踏まえて、7年越しの実

現である。来訪神行事のユネスコ無形文化遺産登録実現に多大なご協力

をいただいた関係各位には厚くお礼を申し上げる。

　登録が決議された 2018（平成 30）年 11 月 29 日には構成行事が所在す

る各自治体で、パブリックビューイングなどが行われ、お祭りムードと

なった。さらに翌 11 月 30 日は都道府県会館において、登録記念記者会

見を行い、その後、関係者でレセプションを行った。また、翌年の 2019

（令和元）年 5 月には、文化庁にて、ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記

載認定書伝達式が行われ、各行事ごとに認定書を宮田良平文化庁長官（当

時）よりいただいた。

　その他、構成文化財の所在地各地では登録前後において、行事やイベ

ントなどが開催され、自らの行事の周知を促すとともに、自らの行事を

考えていく一つの契機とした。その際には、他地域へ行事を派遣するなど、

協議会の利点を活かした交流が進められた。

ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記載認定書（№入りの複製）

来訪神 行事とは

　来訪神行事とは、面や被り物、
泥などをまとったものが「来訪神」
となって、正月などの年の節目と
なる日に家々を訪れる。
　新しい年を迎えるにあたって怠
け者を戒めたり、家や人々に幸せ
や福をもたらしたりする行事。
　地域の中で世代から世代へと受
け継がれている。

構成文化財名称 所在自治体

　甑島のトシドン 鹿児島県薩摩川内市

　男鹿のナマハゲ 秋田県男鹿市

　能登のアマメハギ 石川県輪島市・能登町

　宮古島のパーントゥ 沖縄県宮古島市

　遊佐の小正月行事
（アマハゲ）

山形県遊佐町

　米川の水かぶり 宮城県登米市

　見島のカセドリ 佐賀県佐賀市

　吉浜のスネカ 岩手県大船渡市

　薩摩硫黄島のメンドン 鹿児島県三島村

　悪石島のボゼ 鹿児島県十島村

※重要無形民俗文化財指定順

文化庁長官からの記載証書

※参考：男鹿のナマハゲ保存会宛

（男鹿市提供）
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　「来訪神：仮面・仮装の神々」はポートルイス（モーリシャス）にて開

催された第 13 回無形文化遺産保護条約政府間委員会において、2018（平

成 30）年 11 月 29 日午後 4時 42 分（現地時間：同日午前 11 時 42 分）に

採択の決議がなされ、無形文化遺産の保護に関する条約に基づく代表一

覧表への登録が決定された（小林 2019）。

　2009（平成 21）年に登録された「　島のトシドン」に 9 行事を追加し

て拡張登録したものである。「男鹿のナマハゲ」が 2011（平成 23）年 11

月の第 6回政府間委員会で「情報照会」となって以降、文化庁でのグルー

プ化した提案や既存拡張提案の提案手法の議論を踏まえて、7年越しの実

現である。来訪神行事のユネスコ無形文化遺産登録実現に多大なご協力

をいただいた関係各位には厚くお礼を申し上げる。

　登録が決議された 2018（平成 30）年 11 月 29 日には構成行事が所在す

る各自治体で、パブリックビューイングなどが行われ、お祭りムードと

なった。さらに翌 11 月 30 日は都道府県会館において、登録記念記者会

見を行い、その後、関係者でレセプションを行った。また、翌年の 2019

（令和元）年 5 月には、文化庁にて、ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記

載認定書伝達式が行われ、各行事ごとに認定書を宮田良平文化庁長官（当

時）よりいただいた。

　その他、構成文化財の所在地各地では登録前後において、行事やイベ

ントなどが開催され、自らの行事の周知を促すとともに、自らの行事を

考えていく一つの契機とした。その際には、他地域へ行事を派遣するなど、

協議会の利点を活かした交流が進められた。

ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記載認定書（№入りの複製）

来訪神 行事とは

　来訪神行事とは、面や被り物、
泥などをまとったものが「来訪神」
となって、正月などの年の節目と
なる日に家々を訪れる。
　新しい年を迎えるにあたって怠
け者を戒めたり、家や人々に幸せ
や福をもたらしたりする行事。
　地域の中で世代から世代へと受
け継がれている。

構成文化財名称 所在自治体

　甑島のトシドン 鹿児島県薩摩川内市

　男鹿のナマハゲ 秋田県男鹿市

　能登のアマメハギ 石川県輪島市・能登町

　宮古島のパーントゥ 沖縄県宮古島市

　遊佐の小正月行事
（アマハゲ）

山形県遊佐町

　米川の水かぶり 宮城県登米市

　見島のカセドリ 佐賀県佐賀市

　吉浜のスネカ 岩手県大船渡市

　薩摩硫黄島のメンドン 鹿児島県三島村

　悪石島のボゼ 鹿児島県十島村

※重要無形民俗文化財指定順

文化庁長官からの記載証書

※参考：男鹿のナマハゲ保存会宛

（男鹿市提供）

7

２ ユネスコ無形文化遺産登録

登録記念記者会見の様子（2018/11/30 開催） 登録記念レセプション（2018/11/30 開催）

登録決定の瞬間 _石川県能登町（能登町提供）登録決定の瞬間 _石川県輪島市（輪島市提供）

登録決定の瞬間 _山形県遊佐町（遊佐町提供） 登録決定の瞬間 _宮城県登米市（登米市提供）

登録決定の瞬間 _岩手県大船渡市（大船渡市提供） 登録決定の瞬間 _鹿児島県三島村（三島村）
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ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記載認定書伝達式（2019/5/27 開催）



8

来訪神行事保存・振興全国協議会 設立 10 周年記念誌

ユネスコ無形文化遺産代表一覧表記載認定書伝達式（2019/5/27 開催）

9

２ ユネスコ無形文化遺産登録

登録記念シンポジウム _2019（十島村提供）登録記念シンポジウム _2019（　摩川内市提供）

輪島市文化会館記念展示 _2018（輪島市提供）

来訪神サミット 2020 in Oga_2020（男鹿市提供） 実施状況調査報告書 _2021（男鹿市提供）

観光客受入旅行商品造成_2018（男鹿市提供）ナマハゲしゃべり_2018（男鹿市提供） 登録記念写真展 _2018（男鹿市提供）

記念講演会 _2019（輪島市提供）
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登録記念シンポジウム _2019（佐賀市提供） 登録記念式典 _2019（十島村提供）

東北寒ット _2016（登米市提供）

宮城県教育長へ表敬訪問 _2018（登米市提供） 登録記念祝賀会 _2019（登米市提供）

登録記者会見 _2018（宮古島市提供）

登録記念祝賀会 _2019（遊佐町提供）

国民文化祭いしかわ _2024（輪島市提供）
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登録記念シンポジウム _2019（佐賀市提供） 登録記念式典 _2019（十島村提供）

東北寒ット _2016（登米市提供）

宮城県教育長へ表敬訪問 _2018（登米市提供） 登録記念祝賀会 _2019（登米市提供）

登録記者会見 _2018（宮古島市提供）

登録記念祝賀会 _2019（遊佐町提供）

国民文化祭いしかわ _2024（輪島市提供）
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３ 事業の推進

３　事業の推進

　2018（平成 30）年のユネスコ無形文化遺産登録前後で事業の展開を図っている。主に、登録以前は提案

準備としての事業推進、登録以後は、構成行事の周知や当協議の活動推進に係るものである。事業推進に

あたっては、文化庁補助事業の活用や、協議会構成自治体から負担金をいただいて、事業を行っている。

（1）協議会総会・担当者会議等の開催

【事業年度：2015（平成 27）年度から】

　北は秋田県から南は鹿児島県まで所在県が分散してお

り、さらに行事の開催時期も夏季と冬季に分かれている

ため、主として秋季に中間地点である東京都を中心に集

まって交流を深め、会議を開催している。2020（令和 2）

年から 2022（令和 4）年までは新型コロナウイルス感染

症の影響により、集合しての会議等は行えなかった。

ユネスコ無形⽂化遺産提案に関する打合せ

開 催 ⽇ 2014（平成26）年9⽉5⽇
開 催 場 所 ⽂化庁特別会議室
会 議 内 容 （1）ユネスコ無形⽂化遺産の次々期（平成28年3⽉時）提案について（⽂化庁より）

（2）今後の進め⽅について（⽂化庁より）
（3）その他
　　　　　①国⽂祭「全国ナマハゲの祭典」について（男⿅市より）
　　　　　➁来訪神⾏事保存・振興全国協議会設⽴について（男⿅市より）

担当者会議の様子（2018/9/27 開催）

協議会予算額・決算額の推移

(支出ベース）

単位：円
年　度 決算額 予算額 備考

平成26年度 0 0 

平成27年度 1,836,432 1,836,432 DVD制作

平成28年度 0 0 

平成29年度 487,083 487,083 会議室借上・パンフレット印刷

平成30年度 409,953 409,953 会議室借上・パンフレット印刷

令和元年度 0 0 

令和2年度 3,967,650 3,967,650 文化庁令和2年度芸術振興費補助金

令和3年度 0 0 

令和4年度 0 0 

令和5年度 64,492 155,000 会議室借上等

令和6年度 242,950 244,000 10周年記念誌制作等
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来訪神⾏事保存・振興全国協議会設⽴総会

開 催 ⽇ 2014（平成26）年10⽉3⽇
開 催 場 所 男⿅市役所 3階 第1会議室

会 議 内 容 （1）来訪神⾏事保存・振興全国協議会規約（案）について

（2）役員選出について

（3）ユネスコ無形⽂化遺産提案への進め⽅について

来訪神⾏事保存・振興全国協議会担当者会議

開 催 ⽇ 2015（平成27）年11⽉27⽇
開 催 場 所 ⽂化庁 5階 502号室
会 議 内 容 （1）DVD「来訪神⾏事」制作について（事務局より）

（2）提案に係る準備等について（⽂化庁より）

来訪神⾏事保存・振興全国協議会担当者会議

開 催 ⽇ 2016（平成28）年10⽉12⽇
開 催 場 所 ⽂化庁特別会議室
会 議 内 容 （1）ユネスコ無形⽂化遺産再提案について（⽂化庁より）

（2）今後の協議会について（事務局より）
　　　　　①会員⾃治体アンケート

来訪神⾏事保存・振興全国協議会担当者会議

開 催 ⽇ 2017（平成29）年10⽉5⽇
開 催 場 所 航空会館 901会議室
会 議 内 容 （1）ユネスコ無形⽂化遺産審査について（⽂化庁より）

（2）協議会の新規加⼊と規約改正について（事務局より）
（3）保存会の加⼊について（事務局より）
（4）今後の協議会について（事務局より）
　　　　　①平成30年度
　　　　　➁平成31年度
（5）パンフレット制作について（事務局より）

来訪神⾏事保存・振興全国協議会会議

開 催 ⽇ 2018（平成30）年9⽉27⽇
開 催 場 所 航空会館 501会議室
会 議 内 容 （1）ユネスコ無形⽂化遺産審査について（⽂化庁より）

（2）協議会の新規加⼊と規約改正について（事務局より）
（3）登録記念事業について（事務局より）
（4）今後の協議会について（事務局より）
　　　　　①平成31年度 認定証伝達式等
　　　　　➁平成32年度以降
　　　　　③今後、⽂化財指定される⾏事の加⼊について
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来訪神⾏事保存・振興全国協議会設⽴総会

開 催 ⽇ 2014（平成26）年10⽉3⽇
開 催 場 所 男⿅市役所 3階 第1会議室

会 議 内 容 （1）来訪神⾏事保存・振興全国協議会規約（案）について

（2）役員選出について

（3）ユネスコ無形⽂化遺産提案への進め⽅について

来訪神⾏事保存・振興全国協議会担当者会議

開 催 ⽇ 2015（平成27）年11⽉27⽇
開 催 場 所 ⽂化庁 5階 502号室
会 議 内 容 （1）DVD「来訪神⾏事」制作について（事務局より）

（2）提案に係る準備等について（⽂化庁より）

来訪神⾏事保存・振興全国協議会担当者会議

開 催 ⽇ 2016（平成28）年10⽉12⽇
開 催 場 所 ⽂化庁特別会議室
会 議 内 容 （1）ユネスコ無形⽂化遺産再提案について（⽂化庁より）

（2）今後の協議会について（事務局より）
　　　　　①会員⾃治体アンケート

来訪神⾏事保存・振興全国協議会担当者会議

開 催 ⽇ 2017（平成29）年10⽉5⽇
開 催 場 所 航空会館 901会議室
会 議 内 容 （1）ユネスコ無形⽂化遺産審査について（⽂化庁より）

（2）協議会の新規加⼊と規約改正について（事務局より）
（3）保存会の加⼊について（事務局より）
（4）今後の協議会について（事務局より）
　　　　　①平成30年度
　　　　　➁平成31年度
（5）パンフレット制作について（事務局より）

来訪神⾏事保存・振興全国協議会会議

開 催 ⽇ 2018（平成30）年9⽉27⽇
開 催 場 所 航空会館 501会議室
会 議 内 容 （1）ユネスコ無形⽂化遺産審査について（⽂化庁より）

（2）協議会の新規加⼊と規約改正について（事務局より）
（3）登録記念事業について（事務局より）
（4）今後の協議会について（事務局より）
　　　　　①平成31年度 認定証伝達式等
　　　　　➁平成32年度以降
　　　　　③今後、⽂化財指定される⾏事の加⼊について
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３ 事業の推進

来訪神⾏事保存・振興全国協議会総会

開 催 ⽇ 2023（令和5）年5⽉1⽇
開 催 場 所 書⾯開催
会 議 内 容 （1）規約改正（案）について（事務局より）

（2）役員の改選について（事務局より）
（3）令和4年度 事業報告について（事務局より）
（4）令和5年度 事業計画（案）について（事務局より）
（5）令和5年度 収⽀予算（案）について（事務局より）

来訪神⾏事保存・振興全国協議会構成⾏事交流会・担当者会議

開 催 ⽇ 2023（令和5）年10⽉4⽇
開 催 場 所 東京都ワイム貸会議室お茶の⽔
会 議 内 容 （1）コロナ禍、そして近年の実施状況（各⾏事より）

（2）今後の協議会運営について（事務局より）
　　　　　①協議会のこれまでの活動
　　　　　➁協議会の今後の進め⽅について
（3）令和5年度協議会予算の執⾏について（事務局より）

来訪神⾏事保存・振興全国協議会総会

開 催 ⽇ 2024（令和6）年5⽉14⽇
開 催 場 所 書⾯開催
会 議 内 容 （1）令和5年度 事業報告について（事務局より）

（2）令和5年度 収⽀決算について（監査報告）（事務局より）
（3）令和6年度 事業計画（案）について（事務局より）
（4）令和6年度 収⽀予算（案）について（事務局より）

来訪神⾏事保存・振興全国協議会総会

開 催 ⽇ 2019（令和元）年5⽉27⽇
開 催 場 所 ⽂化庁 6階 講堂
会 議 内 容 （1）平成30年度 事業・決算報告（事務局より）

（2）令和元年度 事業計画（案）（事務局より）
（3）令和2年度 協議会開催地について（事務局より）

※以降、令和4年度まで新型コロナウイルス感染症対応のため、会議等を開催せず。

担当者会議後の交流会での記念撮影（2018/9/27 開催）
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（3）来訪神：仮面・仮装の神々パンフレット

【事業年度：2017（平成 29）年度・2018（平成 30）年度】

　構成行事すべてを、来訪神：仮面・仮装の神々として

一括して紹介したパンフレット。2017（平成 29）年度は

ユネスコ無形文化遺産登録前の機運醸成を目的として制

作。2018（平成 30）年の登録を期に改訂し、ユネスコ無

形文化遺産登録を周知する内容へと改めた。2 度の印刷で

22,000 部印刷し、必要に応じて、各自治体で増刷を図った。

2023（令和 5）年度、2024（令和 6）年度には男鹿市が独

自に改訂増刷を行った。

（4）来訪神ガイドブックの制作

【事業年度：2020（令和 2）年度】

　構成 10 行事について、行事の様子や特徴等を網羅した

ガイドブックを制作した。ユネスコ無形文化遺産登録当

時の現状を記録し、行事従事者が行事を継承するための

教材・資料とするとともに、行事の価値を周知するため

のものとし、特に、子ども向けの郷土学習用素材として

の活用を視野に入れて、わかりやすい解説を重視した。

制作にあたっては、文化庁の令和 2 年度文化芸術振興費

補助金（地域文化財総合活用推進事業）を活用した。

（5）10 周年記念誌の制作

【事業年度：2024（令和 6）年度】

　設立から 10 周年を迎えるにあたって、これまでの活動

を総括した記念誌を刊行した。

（2）来訪神：仮面・仮装の神々 DVD の制作

【事業年度：2015（平成 27）年度】

　ユネスコ無形文化遺産提案書への添付用の映像記録と

して制作したもの。制作時は薩摩硫黄島のメンドン、悪

石島のボゼが構成行事となる前であったため、当初の 8

行事のみ収録。各構成行事の自治体が有する記録映像を

集約し、一本化したもの。日本語版、英語版をそれぞれ

25 枚制作した。当該 DVD は最終的な登録時には文化庁が

制作した 10 行事収録の DVD へと引き継がれた。

ユネスコ無形文化遺産　来訪神：仮面・仮装の神々（登録：2018 年）
Raiho-shin:ritual visits of deities in mask and costumes

来訪神行事保存・振興全国協議会 設立 10 周年記念誌

令和 7年 3月

来訪神行事保存・振興全国協議会

　摩川内市／男鹿市／輪島市／能登町／宮古島市

遊佐町／登米市／佐賀市／大船渡市／三島村／十島村

仮面・仮装の神々
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来訪神行事保存・振興全国協議会 設立 10 周年記念誌

令和 7 年 3 月

来訪神行事保存・振興全国協議会
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４ 文化庁長官表彰

４　文化庁長官表彰

　2019（令和元）年度より、当協議会は文化財の保護に多大な貢献をしている団体として、文化庁長官表

彰の対象団体となった。そのため、2019（令和元）年度以降、1名ずつ長官表彰をいただいている。光栄なこ

とであり、今後も構成文化財の保護や継承に努めていきたい。なお、今後も推薦を継続していく予定である。

令和元年度表彰

苑川 託美 理事

（　島のトシドン保存会長）

令和 2年度表彰

菅原　曻 理事

（男鹿のナマハゲ保存会理事）

令和 3年度表彰

天野　登 理事

（能登町秋吉地区アマメハギ保存会顧問）

令和 4年度表彰

番場 政晴 理事

（能登のアマメハギ・面様年頭保存会副会長）

令和 5年度表彰

宮良　保 理事

（島尻自治会長）

令和 6年度表彰

菅原 淳一 理事

（米川の水かぶり保存会長）

※役職等は表彰当時

菅原曻理事 (男鹿市提供）

宮良保理事 (宮古島市提供）

2019（令和元）年度表彰式風景

（　摩川内市提供）

天野登理事 (能登町提供）

菅原淳一理事

(登米市提供）
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５　「来訪神：仮面・仮装の神々」構成文化財
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５ 「来訪神：仮面・仮装の神々」構成文化財
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６  次の 10 年に向けた

６　次の 10 年に向けて

　2018（平成 30) 年のユネスコ無形文化遺産登録によって、当協議会結成時の大きな目的の一つが達成さ

れた。しかし、ユネスコ無形文化遺産登録は、各構成行事のこれまでの保存や継承の取組が認められた成

果ではあるが、ゴールではない。当協議会の設置目的も規約第 2 条では「我が国の伝統文化である仮面・

仮装の「来訪神行事」の保存・振興を図ることを目的とする。」と定めており、その目的を達成し、今後も

末永く行事をつないでいくため、保存や継承、そして活用を主眼に置いた活動に取り組んでいきたいと考

えている。

　これまでは、東京都などに集まり、会議や交流を図ってきたが、これまで以上に行事の保存や振興に資

する事業展開を進めていくため、2024（令和 6) 年からは、各行事の現状や課題を共有し、良いところを自

らの行事に活かしていくため、各地持ち回りで研修会を開催することとし、第 1 回目として、秋田県男鹿

市で開催する計画を立てていた。しかし、2024（令和 6）年 1月 1日に発生した能登半島地震の影響により、

構成自治体である輪島市、能登町で大きな被害が発生したことを受けて、構成団体で協議の上、1 年間延期

することとした。そのため、2025（令和 7）年以降、順次開催を計画し、各構成行事の交流を図っていきたい。

　さらに、2018（平成 30）年 9 月に開催した協議会の会合において、今後新たに文化財指定される行事の

加入について協議し、将来、新たに来訪神行事が重要無形民俗文化財指定を受けた際には、積極的に当協

議会へ加入の声がけしていくことを確認している。全国で頑張る仲間を増やし、情報交換や各種交流を深

めながら、各行事の良いところを参考にして、自らの行事を保存、継承していく相乗効果を生み出してい

きたい。それが当協議会がなすべき重要な事項であるとし、次の 10 年を活動していきたい。
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７　協議会規約
令和 5年 5月 17日最終改正

来訪神行事保存・振興全国協議会

（名称）

第１条 本会は、来訪神行事保存・振興全国協議会（以下「協議会」という。）と称する。

（目的）

第２条 本協議会は、我が国の伝統文化である仮面・仮装の「来訪神行事」の保存・振興を図るこ

とを目的とする。

（活動）

第３条 本協議会は、前条の目的を達成するため、会員相互のネットワークを構築し、地域間交流

の促進、意見交換の実施、国民や住民の理解促進に向けた情報発信、その他必要な活動を行う。

（組織）

第４条 本協議会は、次の各号に掲げる自治体および自治体に所在する行事をする会を会員として

組織する。

（１）鹿児島県薩摩川内市・甑島のトシドン保存会

（２）秋田県男鹿市・男鹿のナマハゲ保存会

（３）石川県輪島市・能登のアマメハギ・面様年頭保存会

（４）石川県能登町・秋吉地区アマメハギ保存会

（５）沖縄県宮古島市・島尻自治会・野原部落会

（６）山形県遊佐町・遊佐のアマハゲ保存会

（７）宮城県登米市・米川の水かぶり保存会

（８）佐賀県佐賀市・加勢鳥保存会

（９）岩手県大船渡市・吉浜スネカ保存会

（10）鹿児島県三島村・硫黄島の八朔太鼓踊り保存会

（11）鹿児島県十島村・悪石島の盆踊り保存会

２ 会員の所属する各県をオブザーバーとして置き、協議会への助言・指導を行う。

（役員の定数及び選任）

第５条 本協議会に次の役員をおく。

（１）会長 1名

（２）副会長 1名

（３）理事 若干名

（４）監事 1名

２ 前項の役員は会員の中から総会において選任する。

（役員の職務）

第６条 会長は会務を総理し、協議会を代表する。

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠けたときはその

職務を行う。
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７　協議会規約
令和 5年 5月 17日最終改正

来訪神行事保存・振興全国協議会

（名称）

第１条 本会は、来訪神行事保存・振興全国協議会（以下「協議会」という。）と称する。

（目的）

第２条 本協議会は、我が国の伝統文化である仮面・仮装の「来訪神行事」の保存・振興を図るこ

とを目的とする。

（活動）

第３条 本協議会は、前条の目的を達成するため、会員相互のネットワークを構築し、地域間交流

の促進、意見交換の実施、国民や住民の理解促進に向けた情報発信、その他必要な活動を行う。

（組織）

第４条 本協議会は、次の各号に掲げる自治体および自治体に所在する行事をする会を会員として

組織する。

（１）鹿児島県薩摩川内市・甑島のトシドン保存会

（２）秋田県男鹿市・男鹿のナマハゲ保存会

（３）石川県輪島市・能登のアマメハギ・面様年頭保存会

（４）石川県能登町・秋吉地区アマメハギ保存会

（５）沖縄県宮古島市・島尻自治会・野原部落会

（６）山形県遊佐町・遊佐のアマハゲ保存会

（７）宮城県登米市・米川の水かぶり保存会

（８）佐賀県佐賀市・加勢鳥保存会

（９）岩手県大船渡市・吉浜スネカ保存会

（10）鹿児島県三島村・硫黄島の八朔太鼓踊り保存会

（11）鹿児島県十島村・悪石島の盆踊り保存会

２ 会員の所属する各県をオブザーバーとして置き、協議会への助言・指導を行う。

（役員の定数及び選任）

第５条 本協議会に次の役員をおく。

（１）会長 1名

（２）副会長 1名

（３）理事 若干名

（４）監事 1名

２ 前項の役員は会員の中から総会において選任する。

（役員の職務）

第６条 会長は会務を総理し、協議会を代表する。

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠けたときはその

職務を行う。
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３ 理事は、会務を担当し、本会の運営にあたる。

４ 監事は、協議会の会計を監査する。

（役員の任期）

第７条 役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。

２ 役員に欠員が生じた場合の補欠の任期は、前任者の残任期間とする。

（会議）

第８条 本協議会の会議は、会員の求めに応じ、随時会長が招集する。

（決議）

第９条 協議会の決議は、出席した構成員の過半数をもって行う。

２ 会員が決議の目的である事項について提案をした場合において、当該提案につき過半数が書面

により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の決議があったものとみなす。

（事務局）

第１０条 本協議会の事務局は、会長の所属する地方公共団体に置く。

２ 事務局長は会長が任命する。

（委任）

第１１条 この規約に定めるもののほか、協議会の会務の執行に関し必要な事項は、会長が別に

定める。

附 則

この規約は、平成２６年１０月３日から施行する。

附 則

この規約は、平成２９年２月１６日から施行する。

附 則

この規約は、平成３０年３月２日から施行する。

附 則

この規約は、平成３０年１１月１４日から施行する。

附 則

この規約は、令和 ２年 ７月 １日から施行する。

附 則

この規約は、令和 ５年 ５月 １７日から施行する。
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８　協議会の構成 

行事名 会員名 代表者役職 代表者氏名 協議会役職

甑島のトシドン保存会 会　長 迫田　満男 理　事

鹿児島県薩摩川内市 市　長 田中　良二 -

男鹿のナマハゲ保存会 理　事 菅原　曻 理　事

秋田県男鹿市 市　長 菅原　広二 会　長

能登のアマメハギ・面様年頭保存会 副会長 番場　誠 理　事

石川県輪島市 市　長 坂口 茂 副会長

能登町秋吉地区アマメハギ保存会 会　長 橋本　忍 理　事

石川県能登町 町　長 大森　凡世 -

島尻自治会 会　長 宮良　保 理　事

野原部落会 会　長 砂川　直紀 -

沖縄県宮古島市 市　長 座喜味　一幸 -

遊佐のアマハゲ保存会 理　事 池田　忍 理　事

山形県遊佐町 町　長 松永　裕美 監　事

米川の水かぶり保存会 会　長 菅原　淳一 理　事

宮城県登米市 市　長 熊谷　盛廣 -

加勢鳥保存会 副会長 武藤　隆信 理　事

佐賀県佐賀市 市　長 坂井　英隆 -

吉浜スネカ保存会 会　長 岡﨑　久弥 理　事

岩手県大船渡市 市　長 渕上　清 -

硫黄島の八朔太鼓踊り保存会 会　長 徳田　保 理　事

鹿児島県三島村 村　長 大山　辰夫 -

悪石島の盆踊り保存会 会　長 有川　和則 理　事

鹿児島県十島村 教育長 木戸　浩 -

来訪神行事保存・振興全国協議会 会員名簿

（重要無形民俗文化財指定順）

令和6年12月1日現在

役員任期は令和5年4月1日から令和7年3月31日

構成自治体の所在する各県がオブザーバーとして参画する

甑島のトシドン

男鹿のナマハゲ

能登のアマメハギ

宮古島のパーントゥ

遊佐の小正月行事（アマハゲ）

米川の水かぶり

見島のカセドリ

吉浜のスネカ

薩摩硫黄島のメンドン

悪石島のボゼ
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